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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
か
ら
地
域
共
生
社
会
へ
の
変
遷
と
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
作
り

公
益
財
団
法
人
ふ
き
の
と
う
文
庫
　
評
議
員
　
青
　
山
　
　
　
誠

　

二
〇
二
五
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
と
な
る
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
中
、
二
〇
〇
五
年
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
概
念
が
示
さ
れ
、
以
来
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」「
介
護
予
防
」

「
生
活
支
援
」の
五
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
病
院
・
施
設
・
民
間
事
業
者
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
保
健
医
療
福
祉

の
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
と
、
地
域
の
住
民
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
医
療

や
介
護
そ
し
て
認
知
症
対
策
が
必
要
な
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所

を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
自
立
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

そ
の
推
進
役
の
核
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援
窓

口
に
は
、
高
齢
者
の
介
護
に
留
ま
ら
な
い
老
々
介
護
・
障
が
い
を
抱

え
る
子
と
要
介
護
状
態
の
親
と
の
同
居
・
閉
じ
こ
も
り
や
虐
待
・
ご

み
屋
敷
な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
町
村
で

は
、
も
は
や
高
齢
者
に
留
ま
る
こ
と
な
く
障
が
い
者
や
子
育
て
の
分

野
に
至
る
ま
で
身
近
な
地
域
で
の
相
談
支
援
体
制
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
二
〇
一
六
年
に
国
は
「
我
が

事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
国
が
示

す
地
域
共
生
社
会
と
は
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支

え
て
」「
受
け
て
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の

多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超

え
て
つ
な
が
る
こ
と
で
、住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
地
域
共
生
社
会
と
い
う
取
り
組
み
の
中
に
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
内
包
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
に
は
、

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
全
て
の
人
を
対
象
と
し
た
支
え
合
い
の
総
合
支

援
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
む
中
、
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
五
年
に
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
子
供
の
学
習
・
生
活
支

援
事
業
が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
生
活
保
護
世
帯
の

子
ど
も
を
含
む
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支
援
・
育

成
環
境
の
改
善
や
教
育
及
び
就
労
に
関
す
る
支
援
等
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

更
に
二
〇
二
三
年
四
月
に
「
子
ど
も
を
ま
ん
中
に
お
い
た
社
会
づ

く
り
へ
の
大
き
な
一
歩
と
し
て
、
一
元
的
に
子
ど
も
の
行
政
を
扱
う

行
政
組
織
の
創
設
」
と
し
て
子
ど
も
家
庭
庁
が
発
足
し
、「
子
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
ふ
き
の
と
う
文
庫
が
、
日
本
財
団

の
支
援
を
受
け
て
「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ

ル
の
運
営
を
二
〇
二
三
年
七
月
か
ら
始
め
た
こ
と
は
、
と
て
も
先
進

的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
こ
ど
も
文
庫
で
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
生
か
せ
る
活
動
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ふ
き
の

と
う
文
庫
の
「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」
は
、
家
庭
や
学
校
に
居
場
所

が
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
、
単
に
居
場
所
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
四
十
年
八
月
二
十
九
日　

五
十
八
歳

　
所
　
属　

医
療
法
人　

渓
仁
会　

法
人
本
部

学
　
歴

　

昭
和
六
十
三
年
三
月　

�

北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部　

理

学
療
法
学
科
卒
業

　

�

平
成
二
十
四
年
三
月　

�

北
翔
大
学
人
間
福
祉
学
研
究
科
人
間
福
祉

学
専
攻
修
士
課
程
修
了　

修
士

職
　
歴

　

昭
和
六
十
三
年
四
月　

医
療
法
人
聖
愛
会　

発
寒
中
央
病
院
勤
務

　

平
成
三
年
四
月　
　
　

岩
隈
脳
神
経
外
科
勤
務

　

�

平
成
八
年
四
月　
　
　

�

医
療
法
人　

渓
仁
会　

手
稲
渓
仁
会
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
副
部
長
と
し
て

勤
務

　

平
成
十
二
年
四
月　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

部
長

　

�

令
和
五
年
一
月　
　
　

�

医
療
法
人
渓
仁
会　

法
人
本
部　

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
担
当
部
長

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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令和５年度　事業・決算報告令和５年度　事業・決算報告
事業報告

４．機関誌の発行
　�７月、11月、３月に３回　各2500部ずつ発行

５．子ども催事
・おはなし会　　　　　　12回開催　127人　　・手づくり遊び　　　　　３回開催　 27人
・うたう会　　　　　　　４回開催　 78人　　・札幌シンフォニエッタ　１回開催　 24人
・人形劇団ひよっこ　　　１回開催　 23人　　・アンサンブル・フラテ　２回開催　 74人
・南米楽器で楽しもう　　１回開催　 16人　　・仁木彩子　演奏会　　　２回開催　 65人
・腹話術　　　　　　　　２回開催　 36人
・井上美豊子と楽しもう　３回開催　 48人　　　　　　　　　　　　　合計　31回　518人

６．ふきのとう文庫利用者数
　今年度は７月に「第三の居場所」として、「ふきのとう・こどもクラブ」が新設され、子ども図書館の役割と同
時に、子どもたちが気軽に立ち寄り、様々な経験が可能な場を提供することとなりました。それに伴い、親子
での来館者も増加傾向にあり、今後も子どもたちの健全育成を軸として、周知広報に努めていきたいと考えます。

生
活
習
慣
の
形
成
や
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
食
事
の
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
き
め
細
や
か
に
提
供
す

る
役
割
を
十
分
に
担
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
度
か
ら
は
、
日
本
財
団
か
ら
の
開
設

補
助
資
金
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
使
っ
て
増
床
工
事
を

始
め
る
こ
と
が
定
期
評
議
員
会
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。増
床
工
事
に
よ
り
、利
用
す
る
子
ど
も
達
に
と
っ

て
更
に
良
い
居
場
所
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
札
幌
市
内
で
の
活
動
が
ま
す

ま
す
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
家
庭
庁
の
調
査
で
は
、
家
や
学
校
以
外
に

安
心
で
き
る
第
三
の
居
場
所
が
欲
し
い
と
考
え
る
若

者
や
子
ど
も
が
全
国
で
七
割
に
上
る
と
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
即
ち
、
桑
園
地
域
に
限
っ
て
も
第
三
の
居
場

所
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
達
が
数
多
く
存
在

し
、
地
域
の
至
る
所
に
様
々
な
特
徴
を
有
す
る
第
三

の
居
場
所
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今

後
ど
の
よ
う
に
第
三
の
居
場
所
を
増
や
し
て
い
く
の

か
が
子
ど
も
家
庭
庁
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

日
も
早
く
、
至
る
所
に
様
々
な
特
徴
を
有
す
る
第
三

の
居
場
所
が
で
き
て
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
、
自
身

で
第
三
の
居
場
所
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
個
人
は
、
全
国
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
の
会
員
と
し
て
、
お
お
よ
そ
二
十
年

間
に
渡
り
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
啓
発
活
動
や

実
践
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
五
年
位
は
、

地
域
共
生
社
会
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
者
対
策
と
比
較
し
て
子
ど
も
に
対
す
る
施

策
は
、ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
の
未
来
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
達
が
、
心
理
的

安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
環
境
で
、
健
や
か
に
成

長
で
き
る
日
が
一
日
も
早
く
到
来
す
る
こ
と
を
願
っ

て
や
ま
な
い
の
と
同
時
に
、
そ
の
一
助
と
な
る
活
動

を
ふ
き
の
と
う
文
庫
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
。

２．布の本の製作・貸出
①製作 材料セット 272冊分

完 成 本 153冊
販 売 品 773個

②�ボランティ
ア養成講座

講 習 会 ４回コース：定員６名…
講習終了後ボランティア
参加

③木育ひろば （社）北海道森と緑の会主催：さくら
グループ参加

１．子ども図書館の運営
①開館日数 205日
②入館者数 6,791人（１日あたり33人）
③登録者数 5,198人（新規登録者数370名）
④貸出し件数 図 書 24,765冊（紙芝居　419冊）

拡大写本 139冊
⑤図書の拡充 新規購入 115冊

紙 芝 居 ３冊
寄贈図書 220冊
受贈図書 324冊（受贈益486,000円）

３．拡大写本の製作
①製本 児童図書、絵本 91冊

合　計 91冊
②拡大写本（寄贈） 配本先　中央小学校ひとみの教室 20冊

札幌視覚支援校 14冊
合　計 34冊

③貸出し 札幌　大磯さん 27冊
札幌　STVラジオチャリティーミュージックソン 10冊

合　計 37冊
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決算報告

収支報告

　収入の部として、ふきのとう文庫活動の大きな支えとなる賛助会員数が、このところ減少にあることが懸
念されることです。現在、251名の個人賛助会員さんと25法人賛助会員の広がる組織作りが課題になります。
寄付金等では数件の高額な寄付が寄せられ、収入予算を確保することができました。
　助成金では、今年から日本財団による「第三の居場所」事業が開始され、その運営助成金（627万円）が受
領されました。新たな助成金団体として、こくみん共済、コープさっぽろ社会福祉基金からの助成を受ける
ことができました。
　支出の部としまして、コロナ禍の影響で活動範囲がやや減少している事で支出が抑えられ、第三の居場所
事業でも事業コストを合理的に運用することができました。
　収支結果としまして、収入増とコスト減が効果的に生じまして＋248.7万の当期収支差益額となりました。
　この収支差益額は、次期繰り越し資産額として留保し、以降の活動資金として運用していくことになります。
　財産目録では収支差益額が流動資産として増額となり、固定資産としては減価償却費減額分の減額となっ
ております。
　次年度へ向けましては、日本財団からの第三の居場所事業の運営費助成が令和７年度で終了することから、
自力による資金調達が求められており新たな財源対策が必要となります。

財産目録
令和６年３月期現在� （単位　円）

科　　目 当年金額 前年金額 前〃年金額

Ⅰ．資産の部

　１）流動資産

　　　現金 222,050 143,764 105,187

　　　普通預金 6,548,996 4,956,795 3,175,722

　　　振替預金 2,700,915 1,419,501 3,234,592

　　　期末材料棚卸額 0 0 0

　　　売掛金 105,200 235,090 139,260

　　　流動資産合計 9,577,161 6,755,150 6,654,761

　２）固定資産

　　①基本財産 122,205,005 127,834,867 133,464,729

　　②その他固定資産 13,933 367,245 937,860

　　固定資産合計 122,218,938 128,202,112 134,402,589

　資産合計 131,796,099 134,957,262 141,057,349

Ⅱ．負債の部

　　　支払金 309,900 0 51,511

　　　借受金 0 0 0

　　　預かり金 74,119 48,856 24,728

　負債合計 384,019 48,856 76,239

Ⅲ．正味財産の部

　　　正味財産 131,412,080 134,908,406 140,981,111

負債及び正味財産合計 131,796,099 134,957,262 141,057,350

収支実績表
令和５年４月期から令和６年３月期まで� （単位　千円）

科　　目
金　　　　　額

予　算 決　算 前期決算 前〃期決算

Ⅰ．収入の部

　　　賛助会費 3,000 1,878 2,091 2,194

　　　寄付金等 2,200 4,195 1,935 2,801

　　　助成金 8,670 8,355 2,496 2,050

　　　事業収入 1,600 1,835 2,030 1,819

　　　雑収入 0 0 0 0

合　　計 15,470 16,274 8,553 8,864

Ⅱ．支出の部

　　　管理費 12,850 11,679 6,252 5,486

　　　事業費 2,620 2,108 2,174 2,729

合　　計 15,470 13,787 8,425 8,215

当期収支差引額 0 2,487 128 649
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２
０
２
４
年
３
月
以
降
賛
助
会
費
納
入
一
覧

青
木
ア
サ
ミ　
　

青
沼　

静
子　
　

阿
久
津
良
二

安
宅　

仁
志　
　

安
達　

輝
政　
　

阿
部　

和
男

阿
部　
　

登　
　

飯
田　

孝
雄　
　

飯
村　

俊
幸

五
十
嵐
直
子　
　

砂
金
千
佳
子　
　

石
川　

悦
子

石
川　

一
美　
　

石
川
眞
知
子　
　

石
黒　

英
彦

市
川　

大
祐　
　

伊
藤
た
て
お　
　

稲
垣　

智
彦

井
上
せ
つ
子　
　

猪
股
久
美
子　
　

井
原
恵
美
子

井
村　

裕
夫　
　

植
竹　

俊
光　
　

上
村　

由
美

碓
井
ト
ミ
子　
　

梅
沢　

愛
美　
　

運
上　

敏
明

遠
藤
知
恵
子　
　

大
内　

和
子　
　

大
倉　

聡
子

大
越　

農
子　
　

大
島
千
寿
子　
　

大
塚　

宏
哉

大
野　

公
子　
　

大
野　

信
道　
　

大
野　
　

恵

岡
田　

智
雄　
　

岡
田
有
利
子　
　

岡
安　
　

泉

岡
安　

美
幸　
　

小
川　

基
弘　
　

奥
野　

和
弘

奥
野　

俊
吉　
　

小
栗　

法
韶　
　

押
田　

法
明

小
田
嶋
文
彦　
　

小
田
嶋
雅
子　
　

小
野
寺
信
子

尾
山　

信
行　
　

恩
村　

裕
之　
　

攪
上　

久
子

加
森
久
美
子　
　

加
藤　

紀
夫　
　

加
藤　

博
巳

角
田　

順
子　
　

金
沢　

幾
子　
　

金
山　

聖
子

兜　
　

賢
一　
　

鎌
田　

哲
宏　
　

鎌
田　

勇
一

上
條　

尚
子　
　

亀
井　

伸
照　
　

川
口
谷　

正

切
金　

浩
幸　
　

喜
多　

宏
明　
　

北
川　

恭
三

君
島　

道
明　
　

木
村　

正
彦　
　

工
藤　

良
行

熊
谷　

勝
宏　
　

熊
野　

清
子　
　

黒
柳　

俊
雄

合
田　

一
道　
　

河
野　

智
美　
　

國
岡　

信
子

國
澤　

敞
子　
　

小
島
美
津
子　
　

小
竹　
　

勝

後
藤　

正
憲　
　

小
林　

敬
彦　
　

小
林　

孝
三

小
林
美
佐
子　
　

小
柳
田
鶴
子　
　

小
山　

忠
弘

近
藤　

龍
夫　
　

斉
藤　

洲
男　
　

斉
藤　

潤
子

斎
藤　

仁
史　
　

齋
藤　
　

寛　
　

堺　
　
　

隆

堺　
　

久
子　
　

櫻
井　

彩
子　
　

桜
庭　

英
明

佐
々
木
敦
子　
　

佐
々
木
扶
美
子　

佐
々
木
雅
夫

佐
藤　
　

香　
　

佐
藤
真
由
美　
　

佐
藤
美
智
子

佐
藤　

靖
範　
　

繁
富
よ
し
え　
　

柴
田
喜
代
子

島　
　

功
二　
　

島
田　
　

紘　
　

島
田
小
夜
子

下
村　
　

愛　
　

下
村　

笑
子　
　

東
海
林
和
代

神
保　

和
子　
　

末
永　

範
子　
　

頭
川　

恵
子

菅
原　
　

眞　
　

菅
原
三
重
子　
　

菅
原　

睦
子

杉
崎　

政
明　
　

杉
下　

清
次　
　

杉
山　

一
夫

杉
山　

範
子　
　

鈴
木　

邦
夫　
　

鈴
木　

幹
夫

鈴
木
美
穂
子　
　

須
藤　

純
子　
　

諏
訪
部
千
秋

瀬
川　

淳
子　
　

関　
　
　

寛　
　

関
口
由
紀
子

瀬
山　

春
彦　
　

宗
本　

和
博　
　

髙
倉　

聡
子

髙
倉　

新
喜　
　

髙
倉　

聖
哉　
　

高
下　

圭
一

髙
橋　

光
彦　
　

高
橋
美
枝
子　
　

髙
原
と
み
子

宝
本　

英
明　
　

宝
本　

博
雄　
　

宝
本　

昌
紀

宝
本　

陽
子　
　

武
田　

育
子　
　

竹
田
久
美
子

竹
野
内
ゆ
か
り　

竹
村
よ
し
子　
　

館
田　

勝
久

谷
川　

松
芳　
　

田
野
中
房
枝　
　

丹　
　

暢
夫

塚
原　

崇
介　
　

土
屋　

淑
子　
　

筒
浦　

直
子

常
本　

幸
枝　
　

出
村　

良
平　
　

土
居　

安
子

當
瀬　

規
嗣　
　

時
任　

顕
正　
　

栃
内　

香
次

冨
永
ナ
ル
子　
　

友
岡　

和
彦　
　

中
垣
美
知
子

中
川　

富
子　
　

中
北
も
と
子　
　

中
里　

祐
子

長
沢　

洋
子　
　

中
田　

和
代　
　

中
村　

美
絵

西
村　

敦
子　
　

西
村　

公
男　
　

西
村　

宏
子

沼
本　

厚
子　
　

根
子　

香
代　
　

野
崎　

美
江

 

賛
助
費
、
寄
附
、
寄
贈
ご
芳
名
　
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
島　
　

聡　
　

野
田　

龍
一　
　

野
村　

邦
重

橋
場
ゆ
き
え　
　

橋
本
真
知
子　
　

長
谷
川　

衛

花
岡　

麻
子　
　

羽
磨　

尚
實　
　

羽
磨　

洋
平

林　
　

孝
子　
　

檜
垣　

正
志　
　

檜
山
か
お
る

平
川　

千
宏　
　

平
野　

和
男　
　

平
山　

貴
雄

廣
澤　

洋
子　
　

広
田
ま
ゆ
み　
　

福
井　

爽
人

福
井　

睦
子　
　

福
田　

都
代　
　

藤
井　

雅
裕

藤
沢　
　

薫　
　

藤
島　

亮
一　
　

藤
田　

宮
子

藤
森　

武
夫　
　

藤
森　

美
紀　
　

古
谷　

次
郎

方
川　

正
弘　
　

望
月
扶
美
子　
　

星
野　

フ
サ

星
野　
　

康　
　

細
山　

公
子　
　

本
多　

慶
子

前
田
貴
美
恵　
　

前
田　

妙
子　
　

昌
川　

吉
子

増
田　
　

正　
　

松
尾　

絵
美　
　

松
本　

範
男

三
浦　

育
子　
　

水
口　
　

忠　
　

三
ツ
井　

稔

南
向　

円
乗　
　

宮
崎　

む
つ　
　

向
井　
　

亮

村
岡　
　

樹　
　

村
上
さ
お
り　
　

村
雲
佳
代
子

村
田　
　

照　
　

村
松　

晶
子　
　

名
和
ワ
キ
エ

森　
　

祥
子　
　

森　

美
智
子　
　

森
下　

宏
美

森
永
美
恵
子　
　

門
馬　

公
生　
　

安
井
真
知
子

柳
瀬　

幸
弘　
　

山
内　
　

薫　
　

山
岸　
　

健

山
口　

良
子　
　

山
下　
　

修　
　

山
中　

三
知

山
根
し
の
ぶ　
　

山
本　

安
雄　
　

横
澤　

秀
明

横
山　

洋
子　
　

吉
川　

秀
樹　
　

吉
田　

育
子

米
口　
　

葵　
　

米
口　

亜
紀　
　

米
口　

敦
士

米
口　

穂
花　
　

米
澤　

智
子　
　

渡
辺　

英
子

渡
邉　

一
弘　
　

渡
辺　

功
一　
　

渡
部　

英
昭

和
野　

徳
子
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法
人
賛
助
会
費
納
入
一
覧

（
株
）
安
藤
敏
郎
建
築
設
計
事
務
所

（
株
）
エ
ス
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
商
会

（
株
）
小
川
ホ
ー
ム
ズ

（
株
）
札
商
管
材
公
社
・
代
表
取
締
役
社
長　

中
村　

弘

（
株
）
ス
ド
ウ
建
設
・
代
表
取
締
役　

須
藤
時
夫

（
株
）
童
心
社

（
株
）
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
六
花
亭

（
有
）
雷
屋
・
代
表
取
締
役　

川
合
宗
次

ア
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合

あ
っ
ぷ
る

越
前
谷
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
の
だ
眼
科
・
院
長　

小
野
田
周
平

近
藤
工
業
（
株
）

紺
屋
眞
知
子
様
方
「
わ
ら
べ
」

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

桑
園
第
10
町
内
会

ダ
ス
キ
ン
Ｓ
サ
ー
ヴ
・
小
林　

寛

図
書
館
問
題
研
究
会

東
札
幌
眼
科
・
合
田
千
穂

北
海
学
園
大
学
同
窓
会

北
海
道
労
働
者
福
祉
協
議
会

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）

２
０
２
４
年
３
月
以
降
寄
附
金
納
入
一
覧

（
個
人
）

青
木　

遥
香　
　

青
沼　

静
子　
　

飯
村　

俊
幸

大
内　

和
子　
　

大
島
千
寿
子　
　

木
村　

正
彦

黒
柳　

俊
雄　
　

小
島
美
津
子　
　

小
西　

博
光

斎
藤　

聖
子　
　

斎
藤　

勝
二　
　

松
木　

宏
司

港　

ひ
ろ
み　
　

南　
　

昌
義

（
団
体
）

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
イ

伊
藤
忠
記
念
財
団

ス
ナ
ッ
ク
・
ミ
ッ
チ
ー　

山
下
道
子

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
日
曜
係
）
６
名

布
の
絵
本
「
ゆ
め
の
会
」
佐
藤
美
代
子

２
０
２
４
年
３
月
以
降
寄
贈
一
覧

３
月
３
日　

松
田
佐
江
子�

児
童
書　
　

１
冊

�

絵
本　
　
　

１
冊

�

書
籍　
　
　

３
冊

３
月
５
日　

福
田　

都
代�

絵
本　
　
　

５
冊

３
月
11
日　

童
心
社�

絵
本　
　
　

１
冊

４
月
２
日　

福
田　

都
代�

絵
本　
　
　

９
冊

�

書
籍　
　
　

１
冊

４
月
４
日　

林　
　

孝
子�

手
作
り
品　

多
数

４
月
５
日　

偕
成
社�

児
童
書　
　

３
冊

４
月
７
日　

童
心
社�

絵
本　
　
　

１
冊

４
月
12
日　

童
心
社�

図
鑑　

２
セ
ッ
ト

４
月
15
日　

青
木　

遥
香�

絵
本　
　
　

２
冊

４
月
21
日　

杉
下　

清
次�

お
菓
子
詰
め
合
わ
せ　

多
数

４
月
30
日　

伊
皆　

春
美�

書
籍　
　
　

１
冊

５
月
12
日　

松
浦
り
つ
子�

絵
本　
　
　

15
冊

�

ぬ
い
ぐ
る
み　
　

５
月
17
日　

日
本
即
席
食
品
工
業
協
会�
書
籍　
　
　

１
冊

５
月
19
日　

童
心
社�
絵
本　
　
　

１
冊

５
月
26
日　

米
口　

亜
紀�

絵
本　
　
　

６
冊

５
月
31
日　

ち
ゅ
う
で
ん
教
育
振
興
財
団�

児
童
書　
　

１
冊

　
　
　
　
　

学
研�

児
童
書　
　

１
冊

６
月
４
日　

和
野　

徳
子�

絵
本　
　
　

３
冊

６
月
５
日　

学
研�

児
童
書　
　

１
冊

６
月
16
日　

米
口　

亜
紀�

絵
本　
　
　

３
冊

６
月
19
日　

童
心
社�

児
童
書　
　

１
冊

行
事
一
覧

３
月
19
日　

運
営
会
議

３
月
24
日　

手
作
り
遊
び

３
月
31
日　

和
太
鼓
演
奏
会

４
月
７
日　

ギ
タ
ー
と
歌
お
う

４
月
14
日　

仁
木
彩
子
ビ
オ
ラ
演
奏
会

４
月
16
日　

運
営
会
議

５
月
１
日　

会
計
監
査

５
月
７
日　

理
事
会
・
運
営
会
議

５
月
12
日　

う
た
う
会

５
月
19
日　

お
は
な
し
会

５
月
26
日　

評
議
員
会

６
月
２
日　

南
米
楽
器
で
楽
し
も
う

６
月
９
日　

井
上
美
豊
子
と
楽
し
も
う

６
月
12
日　

札
幌
市
立
桑
園
小
学
校
２
年
生　

施
設
見
学

６
月
16
日　

お
は
な
し
会

６
月
18
日　

運
営
会
議

６
月
19
日　

岩
内
町　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
11
名　

見
学

６
月
30
日　

子
育
て
の
わ
ら
べ
歌
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運
営
リ
ー
ダ
ー
　
星
野
　
　
康
　

　

昨
年
七
月
、
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
が
開
所
し
ま

し
た
。
そ
こ
は
「
家
庭
で
も
な
い
学
校
で
も
な
い
第
三
の
居

場
所
」
で
す
。
し
か
し
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、
み
ん
な
の
手
さ
ぐ
り
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
「
保
育
で
は
な
く
見
守
り
」「
ほ
っ
と

一
息
つ
け
る
居
心
地
の
よ
い
場
所
、
学
び
あ
い
楽
し
め
る
空

間
」「
来
た
い
と
き
に
き
て
、帰
り
た
い
と
き
に
帰
っ
て
い
い
」

「
空
地
み
た
い
な
と
こ
ろ
？
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も

イ
メ
ー
ジ
は
な
か
な
か
わ
き
ま
せ
ん
。

　

活
動
の
場
で
あ
る
ふ
き
の
と
う
文
庫
自
体
が
「
居
場
所
」

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
活
動
を
始
め
た
ふ
き
の
と
う
・
こ

ど
も
ク
ラ
ブ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
年
間
の
歩
み

〈
七
月
〉

　

七
月
二
十
三
日
よ
り
「
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
日
誌
」
の
記
入
。

活
動
の
記
録
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
「
こ
ど
も
ク

ラ
ブ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
」
を
話
し
合
い
、
そ
の
中
で

こ
こ
に
来
た
ら
①
何
を
す
る
か
な
？
本
を
読
む
？
②
自
分
勉

強
す
る
？
そ
れ
と
も
遊
ぶ
？
③
お
話
し
す
る
？
の
ん
び
り
遊

ぶ
？
④
困
っ
た
こ
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ス
タ
ッ

フ
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
の
掲
示
物
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

活
動
の
基
本
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
と
も
共

有
し
た
こ
と
で
す
。

〈
八
月
〉

　

今
で
も
課
題
で
す
が
「
活
動
の
ス
タ
イ
ル
を
決
め
る
」（
四

時
前
は
学
習
・
本
を
読

む
な
ど
落
ち
着
い
た
活

動
、
以
降
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
体
を
動
か
し
た
り

で
き
る
と
い
い
）
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
夏

休
み
の
こ
の
時
期
、
来

る
子
の
人
数
は
安
定
し

ま
せ
ん
。「
誰
が
来
る
か
予
想

で
き
な
い
」
の
が
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
と
し
て

Ｆ
Ｂ
、
イ
ン
ス
タ
、
Ｘ
へ
の
投

稿
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら

英
語
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

英
語
か
る
た
、
英
語
の
絵
本
読

み
聞
か
せ
、
英
語
ク
イ
ズ
な
ど

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
豊
富
に
な
り
ま
し
た
。

〈九
月
〉

　

ス
タ
ッ
フ
の
体
制
が
変
わ
り
、「
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー

ス
」
の
発
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
懸
案
だ
っ
た
軽
食
・
お
や

つ
提
供
は
九
月
二
十
日
プ
レ
、
そ
し
て
九
月
二
十
七
日
か
ら

「
も
ぐ
っ
こ
タ
イ
ム
・
定
員
十
五
名
」
と
し
て
週
一
回
を
目

標
に
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

〈十
月
〉

　
「
月
に
一
度
は
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
や

り
た
い
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
話
し
合
い
で
考
え
た
一
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
し
た
。
月
初
め

か
ら
準
備
を
始
め
、
ピ
ニ
ャ
ー
タ
と
い
う
お
菓
子
入
り
の
く

す
玉
を
ク
ラ
ブ
の
子
た
ち
と
つ
く
り
十
月
三
十
一
日
を
迎
え

ま
し
た
。
ピ
ニ
ャ
ー
タ
を
割
り
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
落

ち
て
く
る
と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
一
日
と
し
て
は
最
大

の
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

〈十
一
月
〉

　

十
一
月
か
ら
は
毎
週
一
回
の
も
ぐ
っ
こ
タ
イ
ム
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
軽
食
や
お
や
つ
の
提
供
は
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
活
動

の
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
十
一
月
は
、
日

本
財
団
か
ら
提
供
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
い
十
一
月
六
日
に

「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
来
た
講
師
の
方
の
指
導
を
受
け
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
向
か
い
ま
し
た
。

〈十
二
月
〉

　

毎
日
だ
れ
が
何
人
来
る
の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
こ
ど

も
ク
ラ
ブ
に
来
る
子
も
徐
々
に
増
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
ス
タ
ッ
フ
が
二
名
増
え
ま

し
た
。

　

十
二
月
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
ゲ
ス
ト

に
よ
る
「
十
二
の
月
の
贈
り
物
」
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
き
み

ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。
十
八
人
が
参
加
し
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

〈一
月
〉

　

年
が
明
け
一
月
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
書

初
め
か
ら
活
動
ス
タ
ー
ト
。
学
校
と
は
違
っ
た
楽
し
い
作
品

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
環
と
し
て
第
一
期
の
、「
ハ
ン
グ
ル
で
遊
ぼ
う
・
韓
国
語

講
座
」（
定
員
制
、
全
五
回
）
始
ま
り
ま
し
た
。
講
師
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
金
仁
子
先
生
で
す
。
こ
の
講
座
は

二
期
へ
と
続
き
ま
す
。

〈二
月
〉

　

二
月
六
日
に
「
節
分
」
イ
ベ
ン
ト
。
大
き
な
鬼
の
お
面
を

つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
口
め
が
け
て
み
ん
な
で
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
豆
ま
き
も
し
ま
し
た
。
二
月
十
四
日
に
は
「
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。

〈三
月
〉

　

三
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
ひ
な
祭
り
」。
三
月
五
日
に
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
ク
ラ
ブ
の
子
た
ち
は
折
り
紙
で

お
雛
様
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
き
の
と
う
文
庫
の
日

曜
催
事
に
ク
ラ
ブ
の
子
の
参
加
が
増
え
る
よ
う
に
と
、
こ
ど

も
ク
ラ
ブ
企
画
の
日
曜
催
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
回
目
「
太
鼓
の
響
き
を
楽
し
も
う
」
は
図
書
館
に
ま

で
響
く
音
に
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

〈四
月
〉

　

第
二
期
「
ハ
ン
グ
ル
で
遊
ぼ
う
・
韓
国
語
講
座
」（
定
員
制
、

全
六
回
）
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
新
学
期
か
ら
は
毎
日
の

お
や
つ
提
供
の
場
、「
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
」
を
始
め
ま
し
た
。

お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
交
流
す
る
時
間
で
す
。
学
校
や
学
年

が
違
う
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る
こ
と
で
相
互
理
解
も
進
ん

で
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
入
学
式
か
ら
は
時
間
が
経
ち
ま

し
た
が
四
月
十
六
日
に
「
よ
う
こ
そ
！
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
へ
」

イ
ベ
ン
ト
。
十
六
人
が

参
加
。
新
学
期
に
向
け

て
の
目
標
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

〈五
月
〉

　

五
月
は
日
曜
催
事
の

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
企
画
が

二
つ
。「
ギ
タ
ー
と
歌

ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
一
年

ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
一
年

NHK実況で紹介

７月２日開所式

太鼓実演
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こ
ど
も
ク
ラ
ブ
と

　
　
ふ
き
の
と
う
文
庫

星
野
　
　
康

　

ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
を
引
き
受
け
た
理
由
は

二
つ
。
そ
の
一
つ
が
ふ
き
の
と
う
文
庫
で
の

活
動
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
で
は
六
十
人

を
超
え
る
登
録
者
の
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
。
多
く

の
子
は
ふ
き
の
と
う
文
庫
と
の
関
係
が
深
い

よ
う
で
す
。「
小
さ
い
と
き
か
ら
通
っ
て
い

た
よ
。
時
に
は
事
務
室
に
入
れ
て
く
れ
お
や

つ
も
」
と
話
し
て
く
れ
た
子
は
今
、
中
二
。

文
庫
が
閉
館
し
た
四
時
過
ぎ
、
図
書
館
に
移

動
し
一
人
読
書
を
始
め
ま
し
た
。「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
て
あ
げ
た
い
」

と
料
理
の
本
を
借
り
る
た
め
に
、
は
じ
め
て

貸
し
出
し
券
を
つ
く
っ
た
子
も
い
ま
す
。「
家

庭
や
学
校
と
違
う
第
三
の
居
場
所
」
が
図
書

館
と
共
に
あ
る
、
こ
の
こ
と
が
ふ
き
の
と

う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
特
徴
で
も
あ
り
存
在

意
義
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
図
書
館
で

育
ち
、
ク
ラ
ブ
で
育
つ
」
そ
ん
な
思
い
を
大

事
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
語
を
教
え
て金

　
　
仁
子

　

一
月
三
十
日
か
ら
一
週
間
お
き
で
行
わ
れ

て
い
る
韓
国
語
講
座「
ハ
ン
グ
ル
で
遊
ぼ
う
」

が
、
四
月
二
十
二
日
か
ら
第
二
期
に
入
り
ま

し
た
。
韓
国
語
を
あ
ら
わ
す
文
字
を
「
ハ
ン

グ
ル
」
と
呼
び
ま
す
が
、
四
角
や
丸
が
入
り

混
じ
り
、
こ
ど
も
た
ち
の
目
に
は
記
号
の
よ

う
に
見
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
は
じ
め
て

ハ
ン
グ
ル
と
接
し
た
こ
ど
も
た
ち
の
口
か
ら

は
、「
パ
ズ
ル
み
た
い
！
」
と
い
う
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
ま
る
で
遊
び
の
よ
う
に
、
韓

国
の
文
字
や
言
葉
、
文
化
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
学
び
の
経
験

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
、
こ
ど
も
た
ち
が
い

ろ
ん
な
国
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
も
っ
て

い
る
異
な
る
文
化
に
興
味
と
感
心
を
も
つ
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
半
年
間鏡

　
　
千
草

　

ふ
き
の
と
う
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
、

半
年
ほ
ど
を
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
と
違
い

「
来
た
い
時
に
来
て
、何
を
し
て
も
良
い
。」

と
い
う
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
あ
り
方
が
、
ま
だ
ま
だ
珍
し
い
ク
ラ
ブ
の

あ
り
方
で
あ
り
、
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
来
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
、
楽
し
い
時
間
、
ま
っ
た

り
と
お
話
で
き
る
時
間
、
皆
で
集
団
遊
び
の

時
間
、
一
人
で
静
か
に
過
ご
す
時
間
…
。
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
の
ま
ま
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
日
曜
か
ら
水

曜
ま
で
の
週
四
日
の
開
所
で
す
が
、
そ
の
中

で
遊
び
や
そ
の
日
の
メ
ン
バ
ー
で
、
会
話
を

し
な
が
ら
お
や
つ
の
時
間
を
過
ご
し
、
少
し

ず
つ
交
流
が
こ
れ
か
ら
も
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
コ
マ
や
け
ん

玉
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
…

興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
真
剣
に
、
ま
た
は
楽

し
く
取
り
組
め
る
よ
う
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
も

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元
気
に
遊
ぼ
う

前
谷
　
福
美

　

ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
初
日
、
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
子
ど
も
を
待
っ
て
い
た
一

年
前
。
今
は
放
課
後
の
生
活
に
慣
れ
、
自
由

来
館
で
そ
の
日
に
集
ま
っ
た
友
達
と
遊
び
を

通
し
て
喜
怒
哀
楽
を
出
し
、
折
り
合
い
を
つ

け
な
が
ら
、
そ
の
人
を
知
り
仲
間
づ
く
り
を

み
ん
な
で
探
り
、
好
き
な
遊
び
を
選
ん
で
遊

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
私
達
大
人
も
子
ど
も

達
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す
る

と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
試
行
錯
誤
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
同
士
を
「
く
っ
つ
け

る
糊
」
に
な
っ
て
援
助
が
で
き
た
ら
幸
せ
で

す
。
最
後
に
、
私
は
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

「
一
緒
に
や
ら
な
い
か
い
」「
私
も
入
れ
て
」

と
お
じ
ゃ
ま
虫
に
な
っ
て
、
遊
び
き
っ
て
元

気
に
な
り
た
い
で
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

大
友
か
ん
な

　

も
と
も
と
文
庫
の
事
務
補
佐
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
の
七
月
か
ら
は
新
た
に
ふ
き

の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。初
め
は「
子

ど
も
の
第
三
の
居
場
所
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、心
強
い
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
少
し
ず
つ
勝

手
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は

接
す
る
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る

こ
と
で
、
自
分
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
を
思
い

出
し
た
り
、ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
い
た
り
、新
し
い

気
づ
き
を
得
ら
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

英
語
と
の
再
出
発栃

木
　
莉
子

　
「
子
供
た
ち
に
英
語
と
触
れ
合
う
機
会
を
。」

こ
の
お
話
か
ら
私
の
ク
ラ
ブ
で
の
仕
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
過
去
に
英
語
を
教
え
た
経
験

は
あ
っ
た
も
の
の
、
勉
学
と
は
異
な
る
ふ
れ

あ
い
と
は
何
だ
ろ
う
と
は
じ
め
は
頭
を
悩
ま

せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
心
配
を
飛

ば
す
よ
う
に
、
試
し
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を

す
る
と
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
く
れ
た
り
、
日

本
と
他
国
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
ク
イ
ズ

を
出
す
と
大
盛
り
上
が
り
。
中
で
も
、
十
二

月
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
連
す
る
言
葉
の
パ
ズ

ル
を
出
し
た
時
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
単
語
を

ス
ペ
ル
を
見
な
が
ら
、
何
度
も
楽
し
そ
う
に

発
音
す
る
子
供
た
ち
の
姿
が
強
く
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　

英
語
と
の
付
き
合
い
方
は
座
学
だ
け
で
は

な
い
。思
え
ば
、自
分
も
歌
や
遊
び
の
中
で
英

語
を
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
な
、と
ふ
と

思
い
出
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の

連
続
で
す
が
、
私
自
身
も
英
語
と
改
め
て
向

き
合
い
な
が
ら
、
遊
び
を
通
し
て
英
語
と
ふ

れ
あ
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
練
る
日
々
で
す
。

お
う
」
そ
し
て
「
ア
イ
ヌ
文
様
切
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
し
た
。
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
参
加
も
む
ら
は
あ
る
も
の
の
少

し
増
え
て
き
ま
し
た
。五
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
五
月
二
十
日「
こ

ど
も
の
日
」
で
す
。
ゲ
ス
ト
の
方
が
「
チ
ポ
リ
ー
ノ
の
冒
険
」

大
型
紙
芝
居
を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

〈六
月
〉

　

登
録
者
は
順
調
に
増
え
、
六
十
名
を
超
え
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
開
所
時
に
作
成
し
た
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど

も
ク
ラ
ブ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改
訂
し
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の

こ
と
が
よ
り
わ
か
る
も
の
に
し
ま
し
た
。
平
日
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
読
み
聞
か
せ
」「
ス
ク
ラ
ッ
チ
ア
ー
ト
」
と
ゲ
ス

ト
を
招
い
て
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

企
画
の
日
曜
催
事
は
「
心
育
て
の
わ
ら
べ
歌
」
を
六
月
三
十

日
に
行
い
ま
し
た
。

〈七
月
〉

　

七
月
十
日
「
ふ
き
の
と
う
七
夕
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
に
来
る
子
そ
れ
ぞ
れ
が
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
飾

り
ま
す
。
そ
し
て
七
月
二
十
三
日
、「
誕
生
会
」を
行
い
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
一
年
目
の
誕
生
祝
い
で
も

あ
り
、
七
月
生
ま
れ
の
子
た
ち
の
お
祝
い
で
も
あ
り
ま
す
。

八
月
、
九
月
と
続
け
て
い
く
計
画
で
す
。

　

七
月
二
十
八
日
に
は
、
初
め
て
の
野
外
活
動
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
狩
り
に
行
こ
う
」
を
行
い
ま
す
。
バ
ス
に
乗
っ
て
余
市

教
育
福
祉
村
・
ふ
れ
あ
い
農
場
へ
行
く
計
画
で
す
。
ふ
き
の

と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
二
年
目
の
新
た
な
歩
み
が
始
ま
り
ま

す
。

　

開
所
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。「
第
三
の
居
場
所
」
と

し
て
の
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
が
「
と
び
き
り
居
心

地
の
よ
い
居
場
所
」
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ふ
き
の

と
う
文
庫
・
子
ど
も
図
書
館
の
機
能
を
生
か
し
て
活
動
で
き

て
い
る
の
か
な
ど
、
今
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
る
と
課
題
は
山

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
関
係
者
の
み

な
さ
ん
の
知
恵
を
寄
せ
集
め
、

子
ど
も
た
ち
の
「
見
守
り
」
を

基
本
に
し
な
が
ら
も
、
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ス タ ッ フ 紹 介ス タ ッ フ 紹 介

もぐっこタイム
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増
え
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、若
い
二
十
代
（
学
生
）

か
ら
経
験
豊
か
な
六
十
代
（
元
教
員
な
ど
）
ま
で
幅
広
い

世
代
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
造
の
図
書
館
の
空
間
や

手
作
り
の
布
の
絵
本
、
関
係
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
面
々
に

よ
っ
て
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
温
か
な
雰
囲
気
と
落
ち
着
き

を
も
た
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
居
心
地

の
良
い
空
間
が
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
平
日
で
は
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
を
三
名
以
上

配
置
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
最
大
十
五
人
程
度
の
小

学
生
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
ふ
き
の
と
う
文
庫
全

体
に
も
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

開
設
し
て
か
ら
の
活
動
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
発
案
に

よ
り
、
も
ぐ
っ
こ
タ
イ
ム
や
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
お
な
か
と
心
を
満
た
す
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
拠
点
か
ら
外
出

し
て
活
動
の
場
を
広
げ
る
計
画
を
立
て
て
お
り
、
親
子
で

参
加
す
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
（
七
月
）
や
さ
つ
ま
い
も

堀
り
（
十
月
）、
電
車
で
行
く
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ

会
館
な
ど
を
企
画
す
る
ほ
か
、
近
隣
の
公
園
等
を
利
用
し

た
活
動
も
行
う
予
定
で
す
の
で
、
追
っ
て
活
動
状
況
等
に

つ
い
て
ご
報
告
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
新
た
に
日
本
財
団
の
支
援
を
受
け
、

ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
専
用
の
活
動
拠
点
を
敷
地

内
に
増
築
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
図
書
館

と
ガ
ラ
ス
戸
を
隔
て
た
多
目
的
室
を
利
用
し
て
お
り
ま
す

の
で
図
書
館
利
用
者
や
運
営
者
へ
少
々
遠
慮
し
な
が
ら
の

活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
専
用
の
第
三
の
居
場
所

（
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
）
棟
が
で
き
ま
す
と
、
か
ら
だ
を
動
か

　

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
拠
点
（
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
）
の
活
動
が
、
ふ
き
の
と
う
文
庫
と
札
幌
市
、（
公

財
）
日
本
財
団
と
の
三
者
協
定
に
基
づ
き
、
二
〇
二
三
年

七
月
二
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、「
こ
の
拠
点
を
ハ

ブ
と
し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
子
育
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
」
こ
と
を
第
三
の
居
場
所
拠
点
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来

の
自
立
に
向
け
て
生
き
抜
く
力
を
育
む
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
拠
点
の
特
色
と
し
て
、
図
書
館
機
能
を

活
か
し
た
読
書
と
、
異
文
化
交
流
に
よ
る
多
様
な
価
値
観

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
、
そ
の
ほ

か
、
生
活
・
学
習
支
援
、
食
事
の
提
供
、
多
世
代
間
の
交

流
を
行
う
も
の
と
し
ま
し
た
が
、
図
書
館
で
静
か
に
本
を

読
ん
だ
り
、
一
人
で
勉
強
し
た
り
、
み
ん
な
の
輪
に
入
っ

て
遊
ん
だ
り
と
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
過
ご
し
て
い
る

様
子
を
伺
い
知
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
が
一
年
を
通
し
て
作
ら
れ
て
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
図
書
館
の
空
間
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
ほ
か
、
こ
ど
も
会
話

（
韓
国
語
・
英
語
）
や
昔
遊
び
も
好
評
で
、
こ
の
場
所
な

ら
で
は
の
独
自
の
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
や
台
湾
を
は
じ
め
内
外
か
ら
多
く
の
視
察

者
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
子
ど
も
図
書
館
の
活
動
の

類
例
は
あ
ま
り
な
い
も
の
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
ふ

き
の
と
う
文
庫
の
活
動
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
ず
と
応
援
し
て
く
れ
る
方
が

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
事
業
の
経
過
報
告
と
増
床
計
画
に
つ
い
て

担
当
理
事
　
大
　
友
　
健
　
太

左側・新築増床の第三の居場所棟
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上空から見たイメージ

西側から見たイメージ

し
た
り
、
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
ア
ク

テ
ィ
ブ
か
つ
自
由
度
の
高
い
活
動
を
実
施
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
建
て
ら
れ
る
建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て
、
延
床

面
積
が
約
八
十
七
㎡
（
う
ち
、
活
動
室
約
四
十
八
㎡
、
多

目
的
室
約
十
四
㎡
）
で
、
専
用
玄
関
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ

ン
を
設
置
し
て
独
立
し
た
施
設
と
し
て
も
機
能
し
ま
す

が
、
図
書
館
テ
ラ
ス
を
渡
り
廊
下
と
し
て
図
書
館
と
繋
ぐ

設
計
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
図
書
館
利
用
を

自
由
に
行
え
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
か
ら
着
工
し
、
三
月
末
ま
で
に
完
成
す
る
計
画
で

す
の
で
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
同
様

の
場
所
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

折
か
ら
の
物
価
高
、
資
材
費
・
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、

建
築
工
事
価
格
が
数
年
前
と
比
べ
て
一
・
二
～
一
・
五
倍
に

跳
ね
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
途
中
設
計
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
紆
余
曲
折
し
ま
し
た
が
、
既

存
施
設
と
調
和
し
た
温
か
な
雰
囲
気
の
木
造
の
建
屋
で
、

必
要
な
機
能
を
充
足
す
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
空
間
に
な
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
二
〇
二
四
版
の
世
界
幸
福
度
報
告
が
、
国
連

持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ

Ｄ
Ｓ
Ｎ
）
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
（
三
月
二
十
日
）。

一
四
三
か
国
中
、
日
本
は
幸
福
度
が
五
十
一
位
と
Ｇ
７
の

中
で
最
も
順
位
が
低
く
、
三
十
歳
未
満
で
は
七
十
三
位
と

い
う
低
位
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
若
年
層
が
よ
り
満

た
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
悲
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
、
こ

の
拠
点
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
非
認
知
能
力
・
自
己
肯
定

感
を
高
め
、「
生
き
抜
く
力
を
育
む
」
こ
と
に
寄
与
す
る

存
在
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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ビ
オ
ラ
演
奏
会

二
〇
二
四
年
四
月
十
四
日

　

今
年
も
仁
木
彩
子
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
四
月

十
四
日
お
天
気
も
良
く
大
人
十
七
人
・
子
ど
も
十
一
人
も

の
方
々
が
来
て
「
ビ
オ
ラ
演
奏
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

ビ
オ
ラ
は
バ
イ
オ
リ
ン
よ
り
も
大
き
な
弦
楽
器
で
す
。
ビ

オ
ラ
の
弾
き
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ビ
ブ
ラ
ー
ト
を

き
か
せ
な
が
ら
引
く
と
音
に
深
み
が
で
ま
す
。
最
初
に
♪

愛
の
挨
拶
・
ピ
ツ
ィ
カ
ー
ト
・
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
♪
で
す
。

心
地
よ
い
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。次
に
春
の
演
奏
で
♪
春
・

春
の
声
・
四
季
よ
り
春
♪
の
三
曲
で
し
た
。
音
を
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
に
合
わ
せ
て
表
現
し
ま
す
。
子
ど
も
達
の
大
好

き
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
か
ら
♪
ビ
ビ
デ
ィ
バ
ビ
デ
ブ
ー
・
パ
ー

ト
オ
ブ
ユ
ア
ハ
ー
ト
・
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
晩
餐
会
♪
親
子

で
体
を
動
か
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

は
み
ん
な
で

楽
し
め
る
曲

の
演
奏
で

す
。
♪
幸
せ

な
ら
手
を
た

た
こ
う
・
東

京
ブ
ギ
ウ
ギ

♪
と
て
も
幸

せ
な
気
持
ち

に
な
る
二
曲

で
し
た
。

ヤ
チ
シ
ン
コ
ス
演
奏
会
・

　
　
南
米
ア
ン
デ
ス
音
楽
で
楽
し
も
う
！

二
〇
二
四
年
六
月
二
日

　

毎
年
恒
例
の
南
米
楽
器
演
奏
「
ヤ
チ
シ
ン
コ
ス
」
の
皆

さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
十
六
組
の
親
子
が
南
米
音
楽

に
ノ
リ
ノ
リ
で
し

た
。「
ケ
ー
ナ
」
は

南
米
ア
ン
デ
ス
で
先

住
民
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
縦
笛
で
す
。

そ
の
他
の
民
族
楽
器

は
筒
状
の
竹
を
並
べ

て
音
階
に
な
る
よ
う

に
し
て
つ
く
っ
た

「
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
」、

大
き
な
太
鼓
「
ボ
ン

ボ
」、
マ
ン
ド
リ
ン

に
似
た
「
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
」
が
軽
快
な
音
楽
を
奏
で
ま
し
た
。

演
奏
曲
は
幼
子
が
マ
マ
に
花
束
を
持
っ
て
い
く
♪
母
に
捧

げ
る
花
束
♪
、
ア
ン
デ
ス
の
大
地
の
神
様
を
た
た
え
る
歌

♪
カ
ン
ト　

ア
ラ　

パ
チ
ャ
マ
♪
子
ど
も
達
は
踊
り
な
が

ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。
エ
ク
ア
ド
ル
の
リ
ズ
ム
♪
セ
レ

ス
テ
♪
♪
マ
リ
ポ
ー
サ
♪
、
一
九
六
〇
年
代
に
サ
イ
モ
ン

と
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
が
歌
詞
を
つ
け
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
お

馴
染
み
の
♪
エ
ル　

コ
ン
ド
ル　

バ
サ
♪
こ
の
時
に
初
め

て
ケ
ー
ナ
が
世
界
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
他
二
曲
も
と
っ

て
も
楽
し
い
演
奏
で
体
を
使
い
、
走
り
回
り
な
が
ら
聞
い

て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。
普
段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
音

楽
に
触
れ
な
が
ら
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

井
上
美
豊
子
と
音
楽
を
楽
し
も
う
！

二
〇
二
四
年
六
月
九
日

　

六
月
九
日
今
年
度
初
め
て
の
井
上
美
穂
子
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
人
十
三
人
・
子
ど
も
十
一
人

絵本「おばけのマールとたのしいオーケスト
ラ」に、仁木彩子さんと所属している札幌交
響楽団が載っています。

ヤチシンコスの皆さん。
左からボンボ高橋さん、ケーナ鴨沢さん、チャ
ランゴ森末さん、歌・ギター北浦さん

❖❖  
ふ
き
の
と
う
文
庫
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス

ふ
き
の
と
う
文
庫
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
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の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
日
の

テ
ー
マ
は
「
ど
う
ぶ

つ
」
で
す
。
色
々
な

動
物
が
登
場
す
る
曲

で
す
。
最
初
は
♪
ア

イ
ア
イ
・
こ
と
り
の

う
た
♪
お
馴
染
み
の

曲
で
す
。
子
ど
も
達

は
体
を
使
っ
て
歌
っ

て
い
ま
す
。
♪
ね
こ

ふ
ん
じ
ゃ
っ
た
♪
で

は
絵
本
に
あ
わ
せ
て
ピ
ア
ノ
と
一
緒
に
歌
い
ま
す
。
次
に

♪
か
た
つ
む
り
・
か
え
る
の
合
唱
♪
で
す
。
か
え
る
の
合

唱
で
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
輪
唱
を
し
て
み
ま

し
た
。
手
遊
び
歌
で
は
♪
お
は
な
し
ゆ
び
さ
ん
♪
頑
張
っ

て
指
を
使
っ
て
歌
い
ま
し
た
。
♪
げ
ん
こ
つ
や
ま
の
た
ぬ

き
さ
ん
♪
だ
ん
だ
ん
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

も
う
少
し
で
父
の
日

な
の
で
、
参
加
し
て

く
れ
た
お
父
さ
ん
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。
年
四
回
行

わ
れ
る
井
上
美
豊
子

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
次
回
は
九
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
の

で
お
た
の
し
み
に
！

�

岡
田
　
記

　

去
る
六
月
二
十
六
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
北
海
道
大

学
公
共
政
策
大
学
院
の
池
炫
周
直
美
教
授（
比
較
政
治
学
）

が
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
日
台
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
て
、
台
湾
の
み
な
さ
ま
が
ふ
き
の
と
う
文
庫
を
視

察
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
『
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
』
の
再
定
義
：
持
続

可
能
で
、包
摂
的
、か
つ
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
づ
く
り
」。

　

特
に
『
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
（
子
ど
も
の
第

三
の
居
場
所
）』
に
関
心
を
持
た
れ
、「
台
湾
か
ら
寄
付
す

る
こ
と
は
可
能
か
。」
な
ど
と
積
極
的
に
質
問
さ
れ
る
な

ど
、
興
味
深
く
施
設
内
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
か
ら
は
、「
大
変
有
意
義
な
時
間
で
あ
り
、

非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。
ふ
き
の
と
う
文
庫
と
し
て
、
今
後
も
北
海
道
大

学
に
お
け
る
台
湾
と
の
学
術
交
流
へ
の
協
力
を
続
け
て
ま

い
る
所
存
で
す
。�

宝
本
　
記

―― 布の本テキスト・材料セット価格表 ――� 材料セットには作り方説明書を同封しています。

テキスト

No 布の本 テキスト 材　料
セット

11 かくれんぼだあれ 200円 販売終了

12
MY BOOK

200円
3320円

このいろなあに 3850円

13
のりもの

200円
1620円

だれのうち 3320円

14
Greeting

200円
3030円

おやつ 1720円

テキスト

No 布の本 テキスト 材　料
セット

15
おかあさん

200円
3030円

どうぶつ 1820円

16
まる

200円
3320円

むし 2230円

17
ちいさいおおきい

200円
3030円

さかな 1720円

わっ ! なし 1720円

テキスト

No 布の本 テキスト 材　料
セット

どんぐりころころ なし 4360円

おむすびころりん なし 5560円

遊具 ジャンケンサイコロ なし  600円

遊具 やさいセット（８種） なし  600円

遊具 くだものセット（７種） なし  500円

ばあ！ なし 2200円

▪▪  

台
湾
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
研
修
に
訪
れ
ま
し
た

台
湾
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
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細　川　久美子

た
の
で
す
が
根
着
き
が
心
配
に
な
る
程
の
幼
木
で
し

た
。
又
館
内
の
窓
か
ら
庭
を
眺
め
た
時
に
ひ
と
き
わ

目
を
ひ
く
巨
大
な
白
い
原
種
系
バ
ラ
も
高
倉
理
事
長

先
生
の
お
庭
か
ら
株
分
け
さ
れ
た
時
は
僅
か
十
セ
ン

チ
程
で
あ
っ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
。
も
の
凄
い
生
命

力
の
花
達
か
ら
日
々
パ
ワ
ー
を
貰
っ
て
い
ま
す
が
雑

草
達
も
負
け
て
い
ま
せ
ん
。
雑
草
取
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
は
ど
れ
ほ
ど
助
け
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
前
庭
の
作
業
が
疎
か
に
な
っ
て

困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
図
書
係
の
岡
元
さ
ん
が
素
敵

な
グ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン
に
変
身
さ
せ
て
下
さ
り
一
気

に
！
解
決
で
す
。
先
日
、
庭
作
業
中
に
後
ろ
か
ら

「
ア
！
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
だ
」と
声
が
。

去
年
の
春
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
あ
げ
た
女
の
子
で
し

た
。
一
年
前
の
事
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
な
ん
て
！

感
激
で
す
。

　

庭
作
業
を
通
じ
て
色
ん
な
方
々
と
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
度
の
庭
改
造
で
面
積
は
狭
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
頭
の
体
操
に
植
栽
を
考
え
直
し
今

後
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
庭
造
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
ふ
き
の
と
う
ガ
ー
デ
ン
の
思
い
出

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
鈴
木
美
津
子
　

　

図
書
係
の
私
が
多
忙
な
元
理
事
の
出
村
さ
ん
か
ら

庭
係
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
八
年
秋

頃
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
趣
味
に
し
て
い
る
の
で
、
広
い

お
庭
で
の
庭
造
り
は
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
出
来
る

良
い
機
会
だ
と
思
え
ま
し
た
。

　

ふ
き
の
と
う
文
庫
に
植
え
て
あ
る
花
木
や
宿
根
草

は
全
て
が
寄
付
や
持
ち
寄
り
の
植
物
で
、
一
年
草
は

種
か
ら
育
て
る
ロ
ー
コ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
て
い
ま
す
。

　

酸
性
土
壌
が
好
き
な
物
、
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
が
好

き
な
物
、
乾
燥
に
強
い
弱
い
等
々
植
物
の
性
質
を
大

切
に
し
て
植
え
替
え
を
し
、
新
し
い
仲
間
が
入
る
と

き
は
土
作
り
を
し
て
か
ら
の
植
栽
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

成
長
し
た
姿
を
想
像
し
な
が
ら
の
作
業
は
時
を
忘

れ
て
し
ま
い
「
も
う
す
ぐ
四
時
で
す
よ
～
」
と
声
を

か
け
ら
れ
る
事
が
し
ば
し
ば
で
し
た
。
庭
の
中
央
に

あ
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
は
元
理
事
の
久
保
田
さ
ん
が
ラ
イ

ラ
ッ
ク
祭
り
中
、
列
に
並
ん
で
持
ち
帰
っ
て
下
さ
っ

　

文
庫
だ
よ
り
一
三
三
号
で
は
、
昨
年
七
月
二
日

に
開
所
し
た
「
ふ
き
の
と
う
・
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」

の
一
周
年
を
特
集
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

新
た
な
事
業
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
達
の
楽

し
い
居
場
所
と
し
て
、
誰
で
も
来
ら
れ
て
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
地
域
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
五
十
六
名
の
利
用
登
録
と
六
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
末
に
は
余
市
へ
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
」

バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
て
、
外
へ
も

飛
び
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

増
床
計
画
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
他
方
、
四
季
折
々
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た

中
庭
が
増
床
場
所
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
汗
し
て

お
庭
造
り
に
励
ん
で
い
た
だ
い
た
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
鈴
木
美
津
子
さ
ん
に
は
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

横
澤　

記

　
　
　
あ
と
が
き


